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中
区
中
町
の
広
島
全
日
空
ホ
テ
ル
で
三

月
二
十
三
日
、「
平
成
十
六
年
度
広
島
県

商
工
会
連
合
会
臨
時
総
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
、
関
係
者
ら
八
十
一

名
（
う
ち
委
任
状
出
席
八
名
）
が
出
席
。

冒
頭
の
挨
拶
で
加
島
会
長
は
、「
広
島

県
に
よ
る
市
・
町
に
対
す
る
事
務
権
限
の

移
譲
、
商
工
会
と
商
工
会
議
所
と
の
関
係
、

職
員
身
分
の
一
元
化
・
職
階
制
の
導
入
な

ど
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
な
か
、
商
工
会
法
施
行
四
十
五
周

年
を
迎
え
、
こ
の
節
目
の
年
を
新
生
商
工

会
元
年
と
位
置
づ
け
る
」
と
力
強
く
宣
言
。

地
域
社
会
と
商
工
業
者
の
暮
ら
し
を
支
え

る
た
め
、
商
工
会
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
し
て
地
域
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
全

組
織
を
挙
げ
て
諸
改
革
を
進
め
る
決
意
を

表
明
し
、
今
年
度
事
業
に
つ
い
て
、「
商

工
会
の
合
併
問
題
を
念
頭
に
置
き
、
商
工

会
と
会
員
に
対
し
て
有
益
と
な
る
各
種
事

業
に
取
り
組
む
」
と
発
表
し
た
。

引
き
続
き
、
西
城
町
商
工
会
の
石
川
芳

秀
会
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
が
進
め

ら
れ
、
上
程
さ
れ
た
第
一
号
議
案
か
ら
第

八
号
議
案
の
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り
に
承

認
さ
れ
た
。

な
お
、
第
三
号
議
案
中
の
広
島
県
商
工

会
退
職
金
共
済
基
金
特
別
会
計
平
成
十
七

年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
の
説
明
時
に
、

平
成
十
四
年
四
月
に
本
制
度
か
ら
脱
退
し

た
安
佐
七
町
商
工
会
の
う
ち
、
高
陽
町
商

工
会
と
白
木
町
商
工
会
か
ら
職
員
の
身
分

安
定
の
た
め
に
再
度
、
県
連
の
退
職
金
制

度
に
加
入
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
意
思
表
示

が
あ
る
こ
と
に
対
し
、
裁
判
所
の
調
停
を

臨
時
総
会
開
催

臨
時
総
会
開
催 

臨
時
総
会
開
催 

平
成
十

平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
他
各
議
案

予
算
他
各
議
案
を
承
認
承
認 

平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
他
各
議
案
を
承
認 

平成16年度  
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県
青
連
（
後
藤
茂
行
会
長
）
で
は
、
去
る

三
月
十
八
日
f
福
山
市
の
ホ
テ
ル
で
臨
時
総

会
と
研
修
会
を
開
催
し
た
。

臨
時
総
会
の

前
に
行
っ
た
研

修
会
で
は
、
行

政
学
と
地
方
自

治
な
ど
の
専
門

家
で
「
全
国
二

十
代
議
員
の

会
」
の
顧
問
で

も
あ
る
専
修
大

学
法
学
部
教
授
小
林
弘
和
氏
を
招
き
「
市

町
村
合
併
と
商
工
会
青
年
部
活
動
の
針
路
」

に
つ
い
て

合
併
は
目
的
で
は
な
く
手
段
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
が
課

題
で
あ
る

な
ど
の
講
演
に
続
い
て
県
連
木

之
下
専
務
理
事
に
は
、
県
内
の
動
向
を
基
に

「
商
工
会
合
併
に
係
る
青
年
部
の
役
割
に
つ
い

て
」
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。続

い
て
出
席
者
八
十
名
（
内
委
任
状
出
席

三
十
五
名
）
の
も
と
平
成
十
六
年
度
の
臨
時

総
会
を
開
催
し
た
。

後
藤
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
の
中
「
中
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
開
催
へ
の
ご
尽
力
に
対

す
る
お
礼
、
中
四
国
会
長
等
よ
り
全
国
大
会

と
併
せ
て
中
四
国
交
流
会
へ
の
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
戴
し
た
旨
を
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら

は
合
併
に
向
け
て
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
わ
る
な
か
で
、
青
年
部
の
力
を
も
っ
て
、

ど
う
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
動
か
し
て
い
く

か
な
ど
考
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
新
し
い
体

制
づ
く
り
へ
向
け
て
青
年
部
が
一
丸
と
成
っ

〞 〞

て
、
元
気
の
い
い
広
島
県
の
青
年
部
を
創
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

総
会
に
は
来
賓
と
し
て
県
連
の
妹
尾
副
会

長
と
県
連
木
之
下
専
務
理
事
並
び
に
県
青
連

木
村
顧
問
が
臨
席
、
祝
辞
に
引
き
続
き
、
第

一
号
議
案
平
成
十
六
年
度
収
支
更
正
予
算
書

（
案
）
承
認
の
件
、
第
二
号
議
案
平
成
十
七
年

度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件
、
第
三
号
議
案
平
成
十
七
年
度
会

費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認
可
決

し
た
。

経
て
脱
退
し
た
経
緯
か
ら
、
再
加
入
の
承

認
に
つ
い
て
は
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ

た
。総

会
の
中
で
高
陽
町
商
工
会
の
江
川
寛

会
長
か
ら
、
再
加
入
に
至
る
経
過
に
つ

い
て

の
説
明
が
さ
れ
、
加
島
会
長
か
ら

「
退
職
金
共
済
制
度
の
基
本
理
念
で
あ
る

職
員
の
身
分
保
全
を
第
一
に
考
え
る
と
い

う
原
則
論
を
も
っ
て
、
両
商
工
会
の
再
加

入
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
別
途
定
め
る
再

加
入
の
条
件
を
両
商
工
会
が
受
諾
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
再
加
入
を
認
め
る
方
向
で

承
認
さ
れ
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り

第
一
号
議
案
　
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

更
正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　
平
成
十
六
年
度
消
費
税
円

〞

〞

滑
化
対
策
事
業
特
別
会
計
収
支
予
算
書

（
案
）
承
認
の
件

第
三
号
議
案
　
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承

認
の
件

第
四
号
議
案
　
平
成
十
七
年
度
県
連
合
会

会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案
　
平
成
十
七
年
度
電
子
計
算

機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び

徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
六
号
議
案
　
平
成
十
七
年
度
借
入
金
最

高
限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の

件
第
七
号
議
案
　
広
島
県
商
工
会
連
合
会
定

款
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

第
八
号
議
案
　
広
島
県
商
工
会
連
合
会
運

営
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

　加島英俊本県連会長の『藍綬褒章受章』を
祝い、中区中町の広島全日空ホテルで先月23
日、記念祝賀会が開かれました。祝賀会には、
県内の各商工会長など多数の関係者が出席。
加島会長の受賞を祝いました。 
　加島会長は長年にわたり、日本経済再生を
先導する中小企業の振興に多大な貢献をし、
平成16年秋の褒章に際し藍綬褒章の栄に浴し
ました。 
　加島会長は比婆郡高野町の出身。平成４年
から高野町商工会の会長を務めるとともに本
県連理事、副会長を歴任。献身的に組織の強
化、拡充に努めてきました。昭和61年には商
工会運営等に対する功労者として全国商工会
連合会会長表彰、平成12年には中小企業振興
功労として広島県知事表彰を受賞しています。 

加島会長の藍綬褒章を 
祝う会開催 

県
青
連

臨
時
総
会
・
研
修
会
開
催 

専修大学法学部教授
小林　弘和 氏

後藤　茂行 会長

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会
・
研
修
会
開
催 

県
女
性
連
（
井
上
文
江
会
長
）
で
は
、
三

月
十
六
日
広
島
市
の
ホ
テ
ル
で
平
成
十
六
年

度
臨
時
総
会
と
研
修
会
を
開
催
し
た
。

臨
時
総
会
で
、
井
上
会
長
は
「
来
年
度
も

多
彩
な
事
業
展
開
を
し
、
ま
た
商
工
会
法
施

行
四
十
五
周
年
記
念
事
業
で
は
県
連
本
体
の

事
業
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
く
」
と
挨
拶

し
た
。

続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案

平
成
十
六
年
度
収
支
更
正
予
算
書
（
案
）
承

認
の
件
、
第
二
号
議
案
平
成
十
七
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承

認
の
件
、
第
三
号
議
案
平
成
十
七
年
度
会
費



商
工
会
法
が
一
八
〇
度
の
回
転
変
更
し
た

こ
と
か
ら
、
商
工
会
環
境
は
大
幅
の
変
革
を

余
儀
無
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
御
承
知
の

通
り
で
す
。
大
き
な
時
代
の
波
も
、
平
成
の

市
町
村
大
合
併
と
し
て
全
国
的
に
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
小
企
業
基
本

法
に
照
合
す
る
遵
法
形
態
と
す
べ
く
、
商
工

会
合
併
の
必
要
性
が
急
務
と
し
て
浮
上
し
た

も
の
で
、
県
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
作
成
さ

れ
、
指
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

現
象
を
後
押
し
す
る
、
新
職
員
設
置
基
準
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
を
踏
ま
え
坂
・
船
越
・
海
田
の
三
町

商
工
会
は
、
合
併
を
約
定
す
る
基
本
協
定
書

を
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日
に
調
印
し

ま
し
た
。
現
状
で
の
単
独
商
工
会
運
営
で
は

将
来
に
向
か
っ
て
安
定
的
存
在
を
確
定
す
る

こ
と
は
、
不
能
と
し
て
の
調
印
で
あ
り
ま
す
。

三
町
の
手
法
は
、
最
重
要
の
確
認
合
意
と

し
て
、
相
互
に
各
商
工
会
主
体
性
を
尊
重
・

理
解
の
う
え
、
各
個
を
公
平
・
平
等
・
対
等

に
保
ち
、
立
脚
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
二
番
は
、
統
一
基
準
は
求
め
る
が
、
現
状

へ
の
大
幅
な
急
激
変
化
は
、
求
め
な
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
但
し
、
合
併
商
工
会
定
款

及
び
規
約
の
条
文
に
は
、
適
合
す
る
こ
と
と

基
準
は
、
最
も
高
い
数
値
に
合
わ
せ
る
こ
と

を
、
相
互
合
意
し
て
い
ま
す
。
要
約
す
る
と

少
し
の
我
儘
と
少
し
の
困
難
を
、
相
互
に
分

け
合
っ
て
、
後
退
す
る
こ
と
の
無
い
推
進
を

確
約
す
る
と
云
う
こ
と
で
す
。

目
的
は
会
員
が
納
得
し
、
会
員
が
喜
び
、

会
員
に
メ
リ
ッ
ト
を
増
進
で
き
る
新
商
工
会

の
設
立
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
各
商
工
会

の
役
員
会
で
の
承
認
を
、
一
つ
一
つ
の
事
項

で
確
認
し
前
進
す
る
促
進
組
織
体
を
形
成
し
、

中
間
報
告
を
会
員
及
び
行
政
当
局
に
行
い
、

確
実
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
図
る
、
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。

四
十
五
年
余
の
間
、

単
位
商
工
会
の
地

域
性
を
生
か
し
た
主
体
性
と
活
力
を
も
っ
て
、

商
工
会
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。
と
し
た
商

工
会
法
に
裏
づ
け
ら
れ
た
基
本
方
針
は
、
同

じ
商
工
会
の
冠
を
被
っ
て
い
て
も
、
内
政
不

干
渉
の
原
則
も
手
伝
っ
て
、
各
商
工
会
は
異

種
異
質
の
組
織
と
、
言
っ
て
も
過
言
で
は
無

い
状
況
が
、
実
体
と
認
識
さ
れ
ま
す
。

〞

〞
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賦
課
基
準（
案
）

及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の

件
に
つ
い
て
上

程
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。

研
修
会
で

は
、「
商
工
会

の
合
併
と
合
併

後
の
商
工
会
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
全
国
各

地
で
講
演
活
動
を
行
い
高
い
評
価
の
㈲
Ｃ
３

代
表
の
田
中
義
郎
氏
、
ま
た
「
商
工
会
の
合

併
に
係
る
女
性
部
の
役
割
に
つ
い
て
」
県
連

木
之
下
専
務
理
事
よ
り
講
演
を
受
け
、
現
在

県
内
で
進
行
中
の
行
政
合
併
の
状
況
や
今
後

の
商
工
会
の
課
題
を
学
ん
だ
。

井上　文江 会長

㈲Ｃ３代表
田中　義郎 氏

三
町
商
工
会
広
域
連
携 

合
併
推
進
に
関
し
て 

―
坂
町
・
船
越
町
・
海
田
町
― 

合
併
期
日
は
、
平
成
二
十
一
年
度
で
す
。

平
成
十
七
年
度
は
、
合
併
商
工
会
の
基
本
輪

郭
と
な
る
デ
ッ
サ
ン
、
即
ち
定
款
及
び
規
約

の
作
成
を
行
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
は
運

営
組
織
の
形
態
と
な
る
「
商
工
会
運
営
規
程
」

を
確
立
し
ま
す
。
平
成
十
九
年
度
は
職
員
の

業
務
基
準
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
管
理
・

指
揮
・
命
令
及
び
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
り
ま
す
。
平
成
二
十
年
度
は
、
財
政
・
財

源
に
照
合
し
た
支
部
事
業
と
本
部
事
業
区
別

と
予
算
化
を
整
備
し
ま
す
。
そ
し
て
平
成
二

十
一
年
度
に
合
併
を
挙
行
す
る
予
定
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
切
な
こ
と
は
会
員

の
為
に
何
が
良
い
か
？
で
あ
り
、
推
進
は
、

相
互
理
解
に
基
づ
き
少
し
づ
つ
困
難
を
克
服

す
る
こ
と
と
覚
え
ま
す
。

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
が
主
催
す
る

南

部
ア
フ
リ
カ
諸
国
中
小
企

業
育
成
研
修

の
研
修
員

一
行
が
三
日
、
中
区
本
通

の
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
を

訪
れ
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
特
産
品
開
発
や
都

市
と
農
村
交
流
の
モ
デ
ル

的
取
り
組
み
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研

修
に
よ
る
南
部
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
視
察
団
訪

問
は
、
昨
年
に
続
い
て
二
回
目
。

同
研
修
は
、
広
島
県
お
よ
び
7
ひ
ろ
し
ま

国
際
セ
ン
タ
ー
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
委
託
を
受
け
、

南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
中
小
企
業
振
興
政
策

担
当
の
行
政
官
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
集
団

研
修
で
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ザ

ン
ビ
ア
な
ど
九
か
国
十
二
人
の
研
修
員
が
来

日
。
一
月
上
旬
か
ら
約
二
か
月
に
わ
た
っ
て

日
本
の
中
小
企
業
振
興
政
策
を
中
心
に
研
修

を
行
い
、
南
部
ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
中
小

〞

〞

ＪＩＣＡ研修員が 
夢ぷらざ視察 

in ひろしま夢ぷらざ

商工貯蓄共済付加保障制度のおすすめ 
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企
業
の
問
題
点
を
再
認
識
し
、
各
種
対
策
の
推
進

の
糸
口
を
探
る
こ
と
な
ど
が
狙
い
。
同
店
視
察

の
目
的
は
、
主
に
特
産
品
の
販
売
促
進
や
地

域
資
源
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

で
、
研
修
員
ら
は
県
内
各
地
の
特
産
品
が
数

多
く
並
ぶ
店
内
を
じ
っ
く
り
見
て
周
り
ま
し
た
。

一
行
は
、
倉
岡
達
志
所
長
の
案
内
で
店
内

を
視
察
。
事
業
内
容
や
取
り
扱
い
商
品
な
ど

を
見
学
し
、
同
店
の
設
置
目
的
や
商
品
の
販

売
方
法
な
ど
に
つ
い
て
店
側
に
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
一
行
を
案
内
し
た
倉
岡
所
長
か
ら

は
、
県
内
特
産
品
の
展
示
、
販
売
だ
け
で
な

く
、
特
産
品
の
継
続
的
な
販
路
を
開
発
、
拡

大
し
て
い
く
こ
と
や
、
都
市
と
農
村
の
交
流

促
進
す
る
こ
と
も
同
店
の
重
要
な
目
的
な
ど

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
倉
岡
所
長
の
説
明

を
受
け
、
委
託
販
売
の
仕
組
み
、
販
売
マ
ー

ジ
ン
の
支
払
い
や
条
件
な
ど
に
つ
い
て
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
質
問
が
あ
る
一
方
で
、
同
店

の
ヒ
ッ
ト
商
品
の
ひ
と
つ

田
總
塩
羊
羹

（
た
ぶ
さ
し
お
よ
う
か
ん
）
を
手
に
し
、「
ス

イ
ー
ト
ソ
ル
ト
と
は
一
体
ど
ん
な
味
な
の
か
」

と
い
っ
た
、
耳
慣
れ
な
い
和
菓
子
に
興
味
を

示
す
研
修
員
も
い
ま
し
た
。

一
行
は
店
内
視
察
後
、
会
場
を
移
し
、
講

義
形
式
の
研
修
会
に
出
席
。
研
修
会
の
席
で

倉
岡
所
長
は
、
同
店
の
運
営
に
携
わ
る
商
工

会
の
組
織
、
業
務
内
容
な
ど
を
説
明
。
商
工

会
が
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
話
に

研
修
員
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
南
部
ア
フ

リ
カ
の
中
小
企
業

が
抱
え
る
経
営
課

題
や
各
国
が
実
施

し
て
い
る
振
興
事

業
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
る
な
ど
、

熱
心
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〞 〞

十
四
・
十
五
・
十
六
年
度
の
創
業
塾
の
受

講
者
を
対
象
に
、
独
立
・
開
業
の
サ
ポ
ー
ト

と
と
も
に
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
二

月
二
十
七
日
広
島
市
内
で
「
平
成
十
六
年
度

創
業
塾
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
。
主
に
起
業
を
希
望
す
る
人
の
支
援
を
目

的
に
本
県
連
が
主
催

し
た
も
の
で
、
約
二

十
名
が
参
加
。
創
業

に
必
要
な
基
礎
的
知

識
や
起
業
家
向
け
ノ

ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
た
め
、
専

門
家
に
よ
る
個
別
相

談
会
、
川
名
和
美
修

大
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
タ
ー
に
創
業
塾
受
講
後

に
創
業
し
た
方
三
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ 

  

セ
ミ
ナ
ー
開
催 

個人情報保護についての基本姿勢
平成17年４月１日より改正される個人情報保護法に関して、広島県商工会連合会
は下記のとおり、個人情報を厳正かつ適正に取り扱うことといたします。

個人情報保護に対する基本姿勢（プライバシーポリシ）

広島県商工会連合会
会長 加 島　英 俊

個人情報の取得について
本会は、適正かつ公正な手段によって、個人情報（氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、FAX、
メールアドレス、事業所名、業種、従業員数、資本金、売上高、相談指導情報等）を取得いたします。
個人情報の管理について
漓本会は、個人情報の正確性を保ち、これを安全に管理いたします。
滷本会は、個人情報の紛失、破壊、改ざん及び漏えいなどを防止するため、適正な情報セキュリティ対
策を講じます。
澆本会は、個人情報を持ち出し、外部へ送信する等によりこれを漏えいさせません。
個人情報の利用について
取得した個人情報は、本会が行う経営改善普及事業及び地域振興に係る次の業務における必要な範囲に
限り、商工会及び広域連携する商工会、都道府県商工会連合会、全国商工会連合会で共同利用いたします。
漓小規模事業者等に対する、経営革新、経営一般、情報化、金融、税務、労働、取引、環境対策、記帳
機械化等の相談・指導ならびに講習会等を実施する上での計画、遂行、連絡。
滷総会や検定試験等の開催案内等。
澆産業祭・物産展等地域振興に係る事業を実施するうえでの計画、遂行、連絡。
潺国や県、市町村に向けた中小企業政策提言資料の作成。
潸その他、商工会法第55条の8に定める事業に係る業務。
上記以外の目的で利用する必要がある場合には、あらかじめご本人の承諾を得ることを前提といたします。
また、収集した個人情報の取扱いを外部に委託する場合には、委託先について厳正な調査を行ったう
え、個人情報の漏洩等の事故が発生しないよう適正な監督を行います。
個人情報の第三者提供について
本会は、法令に定める場合を除き、個人情報を、事前に本人の同意を得ることなく、第三者に提供い
たしません。
個人情報の開示・訂正・利用停止・消去等について
本会は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・利用停止・消去等を求める権利を有している
ことを確認し、これらの要求がある場合には、異議なく速やかに対応いたします。
組織・体制
漓本会は、個人情報保護管理者を任命し、個人情報の適正な管理を実施いたします。
滷本会は、職員に対し、個人情報の保護及び適正な管理方法についての研修を実施し、日常業務及び退
職後における個人情報の適正な取扱いを徹底いたします。
個人情報保護に係る仕組みの策定・実施・維持・改善
本会は、個人情報の保護のため、法令を遵守し、『個人情報保護規程』に基づき基準を定め、これを
本会職員その他関係者に周知徹底させて実施し、維持し、継続的に改善いたします。

広島中央支店 
広島市中区大手町1-2-1  〒730-8730

Tel.082-247-5762
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起
業
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
、
課
題
に
つ

い
て
専
門
家
が
個
別
に
支
援
す
る
相
談
会
終

了
後
、
全
体
で
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
創
業
塾
の
修
了
生
三
人

が
事
例
報
告
。
起
業
の
き
っ
か
け
や
事
業
に

対
す
る
思
い
な
ど
が
語
ら
れ
、
創
業
者
の
生

の
経
験
談
を
聞
い
て
新
た
な
刺
激
を
得
よ
う

と
、
参
加
者
ら
は
修
了
生
の
言
葉
に
熱
心
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
の
は
、
平
成

十
五
年
度
創
業
塾
受
講
生
で
昨
年
四
月
に
エ

ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
を
開
業
し
た
古
野
道

子
さ
ん
、
同
受
講
生
で
昨
年
通
訳
・
翻
訳
な

ど
を
行
う
有
限
会
社
を
設
立
し
た
葉
沢
業
久

さ
ん
、
平
成
十
六
年
度
受
講
生
で
セ
ミ
ナ
ー

運
営
や
健
康
食
品
を
販
売
す
る
有
限
会
社
を

設
立
予
定
の
茂
見
順
子
さ
ん
の
三
人
。
三
人

は
そ
れ
ぞ
れ
、
起
業
の
経
緯
や
事
業
内
容
、

経
営
の
面
白
さ
、
苦
労
か
ら
今
後
の
抱
負
ま

で
幅
広
く
参
加
者
に
紹
介
。
人
脈
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
、
開
業
資
金
の
調
達
方
法
、
事
前

の
事
業
計
画
づ
く
り
な
ど
一
人
ひ
と
り
が
こ

だ
わ
り
を
熱
く
語
り
、
将
来
の
目
標
や
夢
を

大
い
に
語
る
こ
と
が
大
切
と
声
を
そ
ろ
え
ま

し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
川
名
和
美
修
道

大
学
助
教
授
、
山
内
総
研
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
山
内
博
晶
氏
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
、

「
や
り
た
い
こ
と
を
過
去
の
経
験
か
ら
計
画
的

に
絞
り
込
も
う
」「
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
描

き
、
早
期
に
具
体
的
な
行
動
策
を
」
な
ど
と
、

創
業
を
め
ざ
す
参
加
者
に
向
け
て
説
得
力
あ

る
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
の
質
疑
応
答
や
交
流

会
で
、
修
了
生
ら
に
運
転
資
金
の
や
り
く
り
、

物
件
探
し
、
お
客
探
し
や
人
脈
拡
大
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
が
相
次
ぐ
な
ど
、
参
加
者
ら

に
と
っ
て
は
先
輩
企
業
家
の

熱
さ

を
肌

で
感
じ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

〞

〞

■
経
営
革
新
取
組
の
動
機

当
社
は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
北
広
島
町
豊
平

で
土
木
、
建
築
、
と
び
・
土
工
、
管
工
事
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
高
度
成
長
の
中

で
公
共
工
事
等
に
よ
り
業
績
を
上
げ
き
た
が
、

近
年
長
期
的
な
景
気
低
迷
や
公
共
工
事
の
減
少

等
に
よ
り
、
売
上
・
利
益
共
減
少
傾
向
に
あ

る
。吉

田
社
長
は
、
建
設
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

環
境
を
乗
り
越
え
、
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、
自
社
の
経
営
資
源
を
活
か
し
た
新
事
業
･

新
分
野
へ
の
進
出
を
模
索
し
て
い
た
。
平
成
十

六
年
八
月
に
山
県
東
部
商
工
会
広
域
セ
ン
タ
ー

主
催
の
「
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
、

経
営
革
新
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
を
決

意
し
た
。

■
取
組
内
容
・
支
援
内
容

中
小
業
診
断
士
の
松
浦
由
浩
先
生
と
豊
平
町

商
工
会
の
清
水
経
営
指

導
員
の
支
援
に
よ
り
、

当
社
の
強
み
･
弱
み
及

び
当
社
を
取
り
巻
く
環

境
の
分
析
を
行
い
自
社

の
と
る
べ
き
方
向
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
の
建
築
業
と
の
相

乗
効
果
が
見
込
め
る
、「
茅
の
生
産
･
販
売
と

茅
葺
き
屋
根
維
持
管
理
事
業
」
を
展
開
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

高
い
技
術
を
持
っ
た
萱
葺
き
職
人
や
建
築
家

等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
萱
葺
き
職
人

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
荒
廃
し
た
休
耕
田

や
里
山
を
活
用
し
た
良
質
の
茅
材
の
生
産
体
制

を
構
築
す
る
。
ま
た
萱
葺
き
屋
根
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
萱
葺
き
茶
室
を
配
し
た
日
本
庭
園
の
設

計
・
施
工
事
業
へ
の
展
開
も
進
め
る
。

吉
田
社
長
と
の
五
回
に
わ
た
る
検
討
を
重

ね
、
長
期
経
営
計
画
・
具
体
的
行
動
計
画
を
作

成
し
、
平
成
十
七
年
一
月
に
県
に
経
営
革
新
計

画
の
承
認
申
請
書
を
提
出
、
二
月
に
県
知
事
の

承
認
を
受
け
た
。

■
経
営
革
新
取
組
の
メ
リ
ッ
ト

①
専
門
家
･
経
営
指
導
員
の
支
援
に
よ
る
自

社
の
強
み
・
弱
み
の
分
析
に
よ
り
自
社
の
方
向

性
が
明
確
に
な
っ
た
。
②
漠
然
と
し
た
事
業
の

思
い
を
具
体
的
な
経
営
計
画
書
に
纏
め
る
こ
と

に
よ
り
計
画
が
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
た
。
③

中
・
長
期
経
営
計
画
の
作
成
に
よ
り
三
年
後
・

五
年
後
の
自
社
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

茅
の
生
産
･
販
売
体
制
の
確
立
、
茅
葺
屋
根

の
維
持
管
理
事
業
へ
の
進
出
、
茅
葺
建
築
の
設

計
･
施
工
体
制
の
確
立
、
Ｉ
Ｔ
化
へ
対
応
し
た

体
制
づ
く
り
に
よ
り
革
新
計
画
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
　
木
村
　
武
則
）

経営革新事例 

茅の生産・販売体制の確立と 
茅葺き屋根維持管理事業の展開 

広島県山県郡豊平町 
志路原１７９９ 

電話　０８２６‐８３‐１０７８ 

吉田建設吉田建設 
株式会社株式会社 
吉田建設 
株式会社 
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▼
県
女
性
連
通
常
総
会
・
第
一
回
研
修
会

〔
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
鯉
城
会
館
）〕

平
成
十
七
年
五
月
十
三
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

▼
県
青
連
通
常
総
会
・
第
一
回
研
修
会

〔
広
島
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
〕

平
成
十
七
年
五
月
十
八
日

十
三
時
〜
十
七
時
三
十
分

▼
県
連
通
常
総
会

〔
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
〕

平
成
十
七
年
五
月
二
十
四
日

十
四
時
〜
十
七
時

　５月３日は憲法記念日です。裁判所では、毎年、この日を中心とした５月１日から７日までを「憲
法週間」として、法務省、検察庁、弁護士会の協力を得て、講演会や無料法律相談などいろいろな行
事を行っています。 
　さて、皆さんも「裁判員制度」という言葉を聞いたことがあると思います。 
　裁判員制度とは、国民の皆さんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、裁判官と一緒に裁判を
行う制度です。 
　原則として裁判官３人と裁判員６人が刑事裁判の審理に立ち会い、審理後、裁判員と裁判官が、証
拠に基づいて、被告人は有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にするかを議論し、決めます。裁判
員裁判の対象事件は、殺人や強盗殺人など国民の皆さんの関心が特に高い重大事件です。 
　平成21年５月までに始まるこの制度は、国民の皆さんの
ご協力がなくては成り立たない制度です。今年、全国各地
で行われる憲法週間記念行事においては、裁判員制度を国
民の皆さんに理解していただくための催しも企画されてい
ます。是非ご参加いただき、裁判や裁判員制度について知
るための機会にしていただきたいと思います。催しについ
ては、最寄りの裁判所に直接問い合わせていただくか、裁
判所ホームページ（http://www.courts.go.jp/）の各地の
裁判所のホームページから最寄りの裁判所を選択し、「お
知らせコーナー」をご覧ください。 裁判員の参加する裁判用のモデル法廷 

（最高裁判所において検討中の一案です。） 
 

　裁判員制度については、最高裁判所ホームページの「裁判員制度」コーナーや「裁判所の案内
／広報テーマ／平成17年５月」でもご紹介していますので、是非ご覧ください。 

憲法週間を迎えて　～裁判員制度の施行に向けて 



【
退
　
　
職
】

■
平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
付

熊
野
町
　
　
補
助
員
　
　
　
　
中
　
原
　
裕
　
美

■
平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
付

東
野
町
　
　
補
助
員
　
　
　
　
花
　
田
　
浩
　
嗣

世
羅
西
町
　
記
帳
専
任
職
員
　
為
　
壮
　
千
　
乃

■
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付

佐
東
町
　
　
事
務
局
長
　
　
　
岸
　
保
　
公
　
明

熊
野
町
　
　
事
務
局
長
　
　
　
橋
　
川
　
萬
　
征

高
宮
町
　
　
事
務
局
長
　
　
　
若
　
狭
　
ミ
ス
エ

向
東
町
　
　
事
務
局
長
　
　
　
新
　
田
　
安
　
彦

向
島
町
　
　
事
務
局
長
　
　
　
安
　
保
　
和
　
興
　

安
古
市
町
　
経
営
指
導
員
　
　
三
　
宅
　
正
　
人

佐
東
町
　
　
経
営
指
導
員
　
　
田
　
中
　
邦
　
彦
　

海
田
町
　
　
経
営
指
導
員
　
　
池
　
尻
　
龍
　
司

下
蒲
刈
町
　
経
営
指
導
員
　
　
蒲
　
田
　
勝
　
久

安
古
市
町
　
補
助
員
　
　
　
　
岩
　
田
　
恵
　
子

沼
田
町
　
　
補
助
員
　
　
　
　
山
　
本
　
志
津
子

大
崎
町
　
　
補
助
員
　
　
　
　
竹
　
下
　
信
　
子

新
　
市
　
　
補
助
員
　
　
　
　
佐
　
野
　
敏
　
恵

三
良
坂
町
　
補
助
員
　
　
　
　
三
　
浦
　
悦
　
子

布
　
野
　
　
補
助
員
　
　
　
　
前
　
岡
　
小
夜
子

【
人
事
交
流
】

■
平
成
十
七
年
三
月
一
日
付

大
崎
町
　
補
助
員
　

浜
　
波
　
　
　
岬
（
前
木
江
町
記
帳
専
任
職
員
）

■
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付

佐
東
町
　
経
営
指
導
員

大
　
原
　
弘
　
典
（
前
可
部
町
経
営
指
導
員
）

可
部
町
　
経
営
指
導
員

冨
　
田
　
美
代
子
（
前
佐
東
町
補
助
員
）

下
蒲
刈
町
　
経
営
指
導
員

藤
　
本
　
貴
　
史
（
前
県
連
経
営
指
導
員
研
修
生
）

江
田
島
町
　
経
営
指
導
員

栗
　
林
　
　
　
徹
（
前
県
連
専
門
経
営
指
導
員
）

吉
　
和
　
経
営
指
導
員

玖
波
井
　
康
　
弘
（
前
県
連
商
工
会
指
導
員
）

口
和
町
　
経
営
指
導
員

平
　
岡
　
耕
　
三
（
前
比
和
町
経
営
指
導
員
）

比
和
町
　
経
営
指
導
員

湯
　
川
　
美
　
秋
（
前
高
野
町
経
営
指
導
員
）

高
野
町
　
経
営
指
導
員

上
　
田
　
慎
　
二
（
前
口
和
町
経
営
指
導
員
）

県
　
連
　
専
門
経
営
指
導
員

山
　
崎
　
一
　
成
（
前
吉
和
経
営
指
導
員
）

県
　
連
　
商
工
会
指
導
員

今
　
村
　
健
　
一
（
前
江
田
島
町
経
営
指
導
員
）

佐
東
町
　
補
助
員

村
　
松
　
恵
美
子
（
前
可
部
町
補
助
員
）

沼
田
町
　
補
助
員

宗
　
岡
　
光
　
代
（
前
五
日
市
一
般
職
員
）

新
　
市
　
補
助
員

山
　
城
　
美
　
佳
（
前
県
連
補
助
員
）

県
　
連
　
補
助
員

三
　
島
　
絵
里
子
（
前
駅
家
町
補
助
員
）

【
新
　
　
任
】
※
内
部
異
動

■
平
成
十
七
年
三
月
一
日
付

大
和
町
　
補
助
員

中
　
川
　
貴
　
洋
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

大
和
町
　
記
帳
専
任
職
員

住
　
司
　
昭
　
子
（
前
補
助
員
）

三
良
坂
町
　
補
助
員

佐
々
木
　
美
奈
子
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

■
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付

大
野
町
　
補
助
員

金
　
川
　
奈
都
代
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

大
野
町
　
記
帳
専
任
職
員

石
　
川
　
倫
　
孝
（
前
補
助
員
）

【
新
規
採
用
】

■
平
成
十
七
年
二
月
一
日
付

熊
野
町
　
　
補
助
員
　
　
　
　
品
　
本
　
千
　
晶

■
平
成
十
七
年
三
月
一
日
付

三
良
坂
町
　
記
帳
専
任
職
員
　
川
　
岡
　
真
由
美

世
羅
西
町
　
記
帳
専
任
職
員
　
今
　
田
　
真
由
美

東
野
町
　
　
補
助
員
　
　
　
　
竹
　
下
　
リ
リ
ア

■
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付

熊
野
町
　
　
事
務
局
長

福
垣
内
　
有
　
徳

向
島
町
　
　
事
務
局
長

岡
　
本
　
信
　
樹

県
　
連
　
　
経
営
指
導
員
研
修
生松

　
村
　
健
　
一



商工会が推奨する


